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１．はじめに 

地震時の家具による被害やそれを危惧する声は多くあげ

られている[1]．しかし日本の家具転倒防止実施率は減少し

続けており[2]，防災意識の向上を図る研究が行われてい

る．その 1つとして防災アプリがあるが既存のものはいずれ

も入力項目数が多く，関心や危機意識の低い人が扱うには

精神的ハードルが高い[3]．そこで本研究では入力項目を家

具の寸法，出力を震度別の家具の危険度に限定したWEB

アプリケーションを開発する． 

 

2．家具転倒震度の算出 

 図１にアプリ使用中の処理の流れを示す．まず入力された

家具の寸法から，その家具の転倒限界加速度を以下の式で

計算する． 

𝑎𝑙 = 𝑔
𝑙

ℎ
[𝑔𝑎𝑙] 

ここで𝑎𝑙が転倒限界加速度，𝑙が家具の横幅(地面に接して

いる辺のうち短かい方)，ℎ が家具の高さである．家具の転

倒限界加速度と気象庁の周期および加速度と震度(理論値)

の関係[4]から，家具が転倒する地震の震度を計算する．最

後に，転倒震度を三段階にレベル分けし，表形式で出力す

る．また，計算結果に応じて表の下に警告文が表示するよう

に実装した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ WEBアプリのフローチャート 

 

3．結果 

家具の三辺の入力によって，震度ごとにその家具の

転倒の危険度を三段階で表示する WEBアプリケーショ

ンが完成した．表示される表では，結果が一目でわか

るよう危険度ごとに記号を変え，色分けもして表現し

ている． 

 
図 2 入力画面 

 

 
図 3 出力画面 

 

4．今後の課題 

今後は，部屋全体の家具の転倒率が一覧で表示されるユ

ーザーページの作成，寸法の入力の選択式化を行う．これ

によりユーザーの防災意識の確実な向上，操作の簡便化に

つながると考えられる． 
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